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ひとこと 

みなさんのゴミは大丈夫？ ～委託先を実地確認してください！～ 

 

静岡県東部健康福祉センター廃棄物課 

 

 沼津地区環境保全協議会の皆様には、平素より本県の施策についての御協力を賜り、厚くお

礼申し上げます。このたびコラムの紙面をいただきましたので、静岡県が平成 19 年に制定した

「静岡県産業廃棄物の適正な処理に関する条例」（以下、条例）についてお話をさせていただき

ます。 

 

１ 条例に定められていること 

 この条例には、事業者、処理業者等が果たすべき義務等が定められています。その内容

は主に以下の５つに分けられています。これを「５本の柱」と呼んでいます。 

 第１の柱 事業者の処理責任の徹底 

 第２の柱 県外から搬入される産業廃棄物の適正処理 

 第３の柱 処理業者による不適正な処理の防止 

 第４の柱 不法投棄等に利用されないための土地の適正管理 

 第５の柱 処理施設設置者の周辺住民に対する説明責任の徹底 

 

２ 皆様にお願いしたいこと 

 「５本の柱」はどれも重要ですが、ここでは会員の皆様全員に関係する「第１の柱 事

業者の処理責任の徹底」について説明します。 

 ① 産業廃棄物管理責任者の設置 

 事業場ごとに、産業廃棄物管理責任者を設置してください。産業廃棄物管理責任

者は、事業場における産業廃棄物の処理に係る実務上の責任者です。 

 ② 委託先の実地確認とその記録の保存 

 産業廃棄物処理の委託先を、以下のとおり実地確認してください。 

● 処理を委託しようとするときには委託する前に実施、委託した後には１年に

１回以上定期的に実施 

● 対象は、委託先において処理が実際に行われる処理施設及び、積替保管施設 

● 確認する項目は、委託した産業廃棄物が処理される施設の状況、産業廃棄物

の処理の状況（委託後の実地確認においては、帳簿等の書類の保存状況） 

● 実地確認の結果を記録し、記録した日から５年間保存 

 ③ 委託先による不適正処理への必要な措置の実施及び県への報告 

 委託した産業廃棄物が不適正に処理されたこと又は、処理されるおそれがあるこ

とを知ったときには、適正な処理のために必要な措置を速やかに講じ、その状況に

ついて県に報告してください。 

 

３ 条例の詳細について 

 条例の詳細については、静岡県ホームページの廃棄物リサイクル課のページをご覧くだ

さい。ここには、廃棄物処理法のパンフレット「排出事業者のための廃棄物処理法」も掲

載されています。こちらも是非御活用いただき、廃棄物処理法に関する御理解を深めてく

ださいますよう、お願いいたします。 
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環境セミナー 

環境法令レベルアップ講座 

 

芝浦セムテック㈱ 鈴木邦彦 

 

平成２６年９月２６日（金）、沼津地区環境保全協

議会と静岡県環境保全協会の共催で環境法令レベル

アップ講座が沼津商工会議所大会議室で開催されま

した。当協議会の会員をはじめ３２社４４名の参加者

がありました。 

企業は環境リスクを低減するため、自社に関連する

環境法令を正しく理解し、確実に順守しなければなり

ません。また環境法令は年々改正されるので、継続的

に改正情報を把握し対応する必要があります。  

本講座では、近年改正された水質汚濁防止法、土壌

汚染対策法、大気汚染防止法について各行政担当者を

お招きしてポイントを解説していただきました。 

 

 

 

１．「水質汚濁防止法（有害物質使用特定施設等の構造等の基準）について」 

～沼津市環境政策課 及川課長補佐 

 平成２４年６月１日に施行された水質汚濁

防止法の改正について、有害金属・化学物質に

関する届出対象施設が拡大され、地下水汚染を

未然に防止するための法令内容の講義があっ

た。 

有害物質貯蔵指定施設及び既設を含む有害

物質使用特定施設に対して構造等に関する基

準の遵守義務、定期点検、記録の保存義務につ

いて、また、有害物質を含む水の地下水への浸

透を防止する構造を基本とした構造基準と目視又は目視に準ずる方法で脆弱性の大きな部

分をカバーする組み合わせで基準への適合性を確認してほしいとの説明があった。既設の

対象施設の構造基準については猶予期間が定められたが、平成２７年５月末に猶予期間も

終了するので、基準対応への完了を進めてほしいとの説明があった。 
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環境セミナー 

 

２．「土壌汚染対策について」 

～東部健康福祉センター生活環境課 濱口技師 

 土壌対策の状況の把握、土壌汚染による

人の健康被害の防止を目的として制定され

た土壌汚染対策法についての講義があった。 

土壌汚染対策法による調査義務の発生す

るきっかけである有害物質使用特定施設の

使用廃止時、一定規模以上の土地の形質変

更についてフローを用いて説明があった。

土壌汚染判明後の対策について掘削除去、

オンサイト浄化、原位置浄化、封じ込め等

主な対策の説明や住民、事業者、自治体といった全ての利害関係者がリスクに関する情報

を共有するリスクコミュニケーションについて、環境省が発行したガイドラインの活用に

ついて説明があった。 

 

３．「大気汚染防止法の概要と最近の法改正（特定粉じん関係）」 

～県くらし・環境部環境局生活環境課 山下主査 

 大気汚染防止法の法体系（ばい煙規制、

揮発性有機化合物（VOC）規制、粉じん規

制、有害大気汚染物質対策の推進、自動車

排ガス規制）について基本的な説明があり、

排出基準、届出、測定義務についての各定

義の講義があった。 

続いて、最近改正（平成２６年６月１日

施行）された特定粉じん（石綿）について

の届出義務者変更、事前調査の義務化等説

明があり、今後増加が予想される民間建築物の解体に対し、石綿の飛散防止対策の強化に

ついて法整備がされたと説明があった。 

  

以上水質、土壌、大気と広範囲にわたり会員企業に有意義な環境情報を提供されたと思

います。環境の分野においては法令に対する正しい理解と運用が必要です。 

次回の開催の際も積極的な受講をお願いいたします。 
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事業所訪問シリーズ

先進企業視察見学会

　 豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設
トヨタ会館ミュージアム を訪ねて

富士通株式会社　沼津工場　村越　廣男

トヨタ会館ミュージアムを訪ねて

概要
所在地：　　　　　　　　 　愛知県豊田市
一般開館時間：　　　　　月～土曜日　９：３０～１７：００　（無料）
取組みの紹介：

①環境と感動　　　　　エコカー開発への多面的な取り組み紹介
②安全と自由　　　　　事故を起こさない車の実現を目指した取り組み紹介
③品質と効率　　　　　高質な車づくり紹介
④企業と社会　　　　　歴史や社会貢献活動紹介
⑤モータースポーツ　 モータースポーツ活動の紹介
⑥ショールーム　       最新モデルの展示
⑦クルマ教室            車のしくみを紹介

　トヨタ会館ミュージアムは、トヨタのクルマづくりの考え方や自動車関連技術の紹介
がブース毎に分かれていてビデオや実車を使って様々な取組みが説明されていまし
た。見学者には、小学生、社会人、海外の方々の見学と幅広く、誰でも楽しんで学べ
るミュージアムになっていました。

　木々の葉が色づきはじめた秋晴れの11月14日（金）に、沼津商工会議所環境防災
委員会、工業部会、沼津地区環境保全協議会合同で、愛知県豊田市にあるトヨタ会
館ミュージアム及び日本環境安全事業株式会社のＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄
処理施設を訪問しました。
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事業所訪問シリーズ

感想
　見学は実際に展示している車に乗ることも出来て、車の内装の高級さも実感するこ
とが出来ました。また展示車と共に記念写真を撮る方が多く見受けられました。この
ミュージアムは少し現実離れした体験が出来るところがとても良いと思いました。最
後は会館エントランスにいるロボットの演奏に見送られてミュージアムを後にしまし
た。
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事業所訪問シリーズ

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設を訪ねて

日本環境安全事業株式会社の業務

　次の見学先は豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設でした。見学前にプレゼンテーションルー
ムにてビデオを使った説明があり、事前に知識が得られました。広い見学用通路か
ら窓ガラスを通じて処理場の中を見ることが出来ました。施設内はとてもきれいにし
てあって、漏液等のトラブル対応が迅速に行えるようにしているとの説明でした。ま
た窓から見える部分はプラントの極一部しか見えないとのことであり、プラントの規模
の大きさを痛感しました。説明は処理工程の順番で案内者の方が説明されていて、
処理方法を興味深くまた解り易く説明されていて、参加者から活発な質問等が出て
いました。

　日本環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）は、国の監督のもとＰＣＢ廃棄物の処理を
行うため、旧環境事業団のＰＣＢ廃棄物処理事業等を継承して、平成１６年４月に１０
０％政府出資により設立され、北九州、大阪、豊田、東京、北海道の５ヶ所で高圧ト
ランス、コンデンサーに含まれているＰＣＢの処理業務を行っている。
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事業所訪問シリーズ

豊田ＰＣＢ廃棄物処理の概要

所在地：　　　　　　　　 愛知県豊田市細谷町３丁目１番地１
敷地面積：　　　　　　　９，７７３．７３　㎡
施設概要：　　　　　　　

　処理対象物

　処理能力
　　　１．６ｔ／日（ＰＣＢ分解量）

　処理方式
　　　①PCB分解　脱塩素化分解法
　　　②容器・内部部材からのPCB除去：　溶剤洗浄法　＋　真空加熱分離法

高圧トランスなどの中にあるPCBを、トランスなどの容器の内部や内部部
材に付着したり浸みこんでいるものも含めて化学的に分解します。

処理対象 処理対象区域
処理対象区域以外に
保管されている処理対象物

高圧トランス・コンデンサ等 Ｃ地域
Ｂ地域のポリプロピレン等を
使用したコンデンサの一部

安定器等・汚染物
Ｃ地域（小型電気機器の
　　　　　一部に限る）

(注)処理対象区域については以下のとおり

Ｂ地域：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

Ｃ地域：岐阜県、静岡県、愛知県、三重県
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事業所訪問シリーズ

建屋概要：　　　　　　　
　鉄骨造地上７階
　建築面積：　　　　　　４，７８５．６６　㎡
　延床面積：　　　　　２０，７１０．７７　㎡
　高さ：　　　　　　　　　　　　３０．９５　ｍ
　管理ゾーン　　　　　

　　　　　　　　　    　１階　駐車場
　　　　　　　　　　　　　２階　受付
　　　　　　　　　　　　　３階　プレゼン/情報公開ルーム、事務管理室、見学者通路
　　　　　　　　　　　　　４階　応接会議室、運転事務室
　　　　　　　　　　　　　５階　見学者通路
　　　　　　　　　　　　　７階　見学者通路

　処理ゾーン　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
                          １階　トランス・コンデンサ解体エリア
　　　　　　　　　　　　　２階　受入エリア
　　　　　　　　　　　　　４階　洗浄・真空加熱分離エリア、払出・保管エリア
　　　　　　　　　　　　　５階　中央制御室
　　　　　　　　　　　　　６階　PCB液処理エリア、分析エリア
　　　　　　　　　　　　　７階　用役エリア

ＰＣＢ処理工程
ＰＣＢが含まれたトランス・コンデンサ等を次の手順で処理を行います。

３階に事務管理室やプレゼンテーションルーム、情報公開ル－ムを
備え、３・５・７階に見学者通路を整備し積極的な情報公開を行って
います。

５階中央制御室から、各設備や装置の状態を２４時間監視・制御し
ています。ＰＣＢの処理は脱塩素化分解方式によって行い、ＰＣＢ脱
塩素化分解設備並びにその前処理としてトランス等からＰＣＢを除
去する溶剤洗浄設備及び真空加熱分離設備を備えています。
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事業所訪問シリーズ

感想
　ＰＣＢ廃棄物処理設備は全国で５ヶ所しかなく、今回視察が出来て貴重な体験が出
来ました。説明の中にありました日本のPCB処理基準は他国と比べてとても厳しく、
日本の国民性が感じられた。また視察された方の中には、環境に携わらない方も多
く国や企業の環境への取組みについて良い社会勉強になったという意見がありまし
た。最後にお忙しい中対応して頂いた豊田事業所の方々にお礼申し上げます。
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沼津市環境政策課だより 

 

～大気汚染防止法が改正されました～ 

 アスベスト（石綿）飛散防止対策強化に向け、大気汚染防止法が改正されました。 

石綿排出を伴う建築物の解体等工事については、すでに規制されていますが、今回、以

下３点等の理由により、規制が強化されました。 

○建築材料に石綿が使用されているかどうかの事前調査が不十分である事例が確認された。 

○東日本大震災の被災地においても建築物や煙突内部の石綿が飛散する事例が確認された。 

○昭和 31年から平成 18年までに施工された、石綿使用の可能性のある鉄骨造や鉄筋コン 

クリート造の建築物の解体等工事は、平成 40年頃をピークに増加する。 

 

＜改正の概要＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※交布日：平成 25年６月 21日 

※施行期日：公布の日から１年を超えない範囲内において政令で定める日から施行 

 

事前の届出について 

 規制対象となっている作業（特定粉じん排出等作業）を実施する場合には、これまでど

おり、14日前までに都道府県等に届出をしなければなりません。（沼津市内で作業を実施す

る場合は、沼津市環境政策課まで届出ください。） 

届出の様式は、沼津市ホームページの申請書ダウンロードサービスからダウンロードする

ことが出来ます。 

 

規制の対象となる作業 

 石綿を飛散させる原因となる特定建築材料（※）が使用されている建築物又は工作物を

①特定粉じん排出等作業を伴う建設工事の実施の届出義務者の変更 

  現在、解体等作業の施工者が行うべきこととされている特定粉じん排出等作業（吹付

け石綿等が使用されている建築物等を解体し、改造し、又は補修する作業をいう。以下

同じ。）を伴う建設工事の実施の届出について、解体等工事の発注者又は自主施工者が

行うべきこととする。 

②解体等工事の事前調査の結果等の説明等 

  解体等工事の発注者から解体等工事を請け負う業者は、当該工事が特定工事（特定粉

じ排出等作業を伴う建設工事をいう。）に該当するか否かの調査を実施し、その結果及

び届出事項を発注者に書面で説明するとともに、その結果等を解体等工事の場所に掲示

しなければならないこととする。 

③報告および検査の対象拡大 

都道府県知事等による報告徴収の対象に、届出がない場合を含めた解体等工事の発注

者・受注者又は自主施工者を、また都道府県知事等による立入検査の対象に解体等工事

に係る建築物等を、それぞれ加える。 
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解体、改造、補修する作業が対象となります。 

※特定建築材料とは、吹付け石綿、石綿を含有する断熱材、保温材及び耐火被覆材（石綿

が質量の０．１％を超えて含まれているもの）のことです。 

 

＜参考＞ 

・環境省ホームページ 石綿（アスベスト）問題への取組 

http://www.env.go.jp/air/asbestos/index.html 

・沼津市ホームページ  http://www.city.numazu.shizuoka.jp/ 
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会の動き 

 

会の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ８月２０日 

  【事業部会】    （１）事業部会活動について 

（２）その他 

 

☆ ８月２０日 

  【広報部会】  （１）第１４６号「水と空」企画・校正について 

（２）その他 

 

☆ ９月２６日 

【環境法令レベルアップ講座】 

    ①「水質汚濁防止法（有害物質使用特定施設等の構造等の基準）について」 

②「土壌汚染対策法の概要について」 

③「大気汚染防止法（特定粉じん（石綿））について」 

 

☆１１月１４日 

【先進企業視察】 

    ①豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設 

②トヨタ会館ミュージアム 
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